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「たろう」より

二

たろうくんは、きょうは、おるすばんです。さっきから、えんがわ
で、絵本をみています。くるはずのみつこさんが、なかなかこない
ので、ちょっと、いらいらしているところです。



おばさんは、みつこさんがこられないことをつたえるために、わ
ざわざ電話をかけてこられたのです。
たろう「さようなら、おだいじに。」
たろうくんは、話がすむと、そっとじゅわきをかけました。おおしご
とがすんだようなきもちです。

三
えんがわで、みけとあそんでいあたら、電とうがいしゃの人が

きました。いきなり、ろうかのかべのところへいって、せのびをしな
がら、かいちゅう電とうで、てらしています。 たろうくんが、ふし
ぎに思っていると、その人はわらって、「やあ、こんげつは、五
十キロですね。」といいました。メートルをしらべにきたのです。

電氣は、メートルを見ると、数字がでているので、いくら使っ
たか、すぐわかるのです。電氣を使うと、そのぶんのりょうだけ、
数字が大きくなるようになっています。

家には、電とうがやっつあります。門とうをいれると、ここのつ
になります。いまは、電力がすくないので、でんねつきは、ほとん
どつかいません。電氣アイロンも、おしいれのなかに、しまってあ
ります。

「どしどし電氣が使えるようになって、なんでも電氣の力でや
っるようになったら、どんなにいいことでしょうね。」
と、おかあさんは、ときどきいわれます。
そうなったら、おかあさんも、どんなに手がはぶけるでしょう。

しかし、電氣は、たいへん役にたつかわりに、ちゅういぶかくと
りあつかわないと、けがをしたり、火事をおこしたりします。電氣
が火事のもとになることは、ひじょうに多いそうです。
「きのうの火事は、ろうでんだってね。」
「なあに、電氣ごたつをつけわすれたんだそうだよ。」
「なにしろ、火のまわりかたが、早かったうえに、じゅうぶん水の
用意がなかったというからね。」

きのうも、学校の帰りみち、たろうくんは、そんな話をききまし
た。

たろうくんの家では、ガスも使っています。ガスのメートルは、



電氣とちがって、小さなはりがまわるようになっています。ガスは
人がすうと、ひじょうにどくですから、使わぬときは、よくせんをし
めておくように、氣をつけることがたいせつです。

石炭がたりないので、いまは、ガスもじゅうぶんにありません。
電氣も、石炭を使っておこすことがありますが、日本ではおも
に、水力電氣といって、ながれのきゅうな、大きな川の水を使っ
て、おこしています。大きな川の水を使って、おこしています。川
の水をせきとめるダムは、そのためにつくられているものです。

（三）
おかあさんが、帰ってこられました。おもそうなふろしきづつみ

をおろすと、すぐだいどころの方へいかれます。
「たろうさん、よくおるすばんをしましたね、だれもきませんでした
か。」

さっそく、ゆうごはんの用意をさっるのでしょう。お米をとぐの
か、いきおいよく、水道の水のながれでる音がしています。
「さっき、電とうがいしゃの人が、メートルをみにきたの。」
「まあ、そう。それだけ。」
「それからね。さっき電話がね。」

たろうくんは、おかあさんをびっくりさせたくて、みけをひざからお
ろすと、おおいそぎで、だいどころにかけつけました。
「まあ、電話が・・・」

おかさんは、まだきものもきがえないで、たすきがけです。たろう
くんが、とくいになってせつめいすると、
「たろうさんも、えらくなったのね。電話にでられるようになった
の、おとうさまにおみせしたかったわ。」
しんみりしたちょうしで、そういわれました。せんちにいって、とうと
う帰ってこなかったおとうさんのことを、たろうくんは、よくおぼえて
います。

大きな手で、だっこもするように、いつもあたまをなでてくれた
おとうさん、かみの毛がのびると、バリカンで、ゴリゴリかってくれ
たおとうさん。



おとうさん、たろうは、おかあさんをおたすけして、しっかりべん
きょうします。そして、おとうさんにまけない、正しい人になります。

おとうさんがなくなられたあと、おかあさんが、どんなに苦労を
して、自分をそだてていてくださるか、たろうくんには、よくわかっ
ています。たろうくんが元気だと、おかあさんはよろこばれます。お
かあさんがよろこばれると、たろうくんはうれしくなります。
「みっちゃんは、病気だって。」
「いけないわねえ、きっとかぜよ。このごろは、よる、ずいぶんひえ
るから。」

たろうくんは、のどが渇いたので、お母さんから、お水をコップ
に１ぱい、いただきました。水道の水は、よくしょうどくしてあるの
で、そのままのんでも、からだをこわしません。まどのあかりにす
かしてみると、うっすら青い水が、コップにガラスごしに、きらきら
光っています。ひいやりとした、おいしい水でした。


